
　
　

ご
注
意

う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
養
成
研
修
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
現

状
や
影
響
、
対
策
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
た
上
で
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
理
解
を
深
め
る

活
動
を
積
極
的
に
行
う「
う
つ

く
し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」を
養
成
す
る
研
修
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象　

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関

心
が
あ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た

い
方

◆
日
時　

　

10
月
27
日
㊎
午
後
１
時
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で（
開
場
は

午
後
１
時
）

◆
会
場　

　

郡
山
市
中
央
公
民
館
第
４
講

義
室（
郡
山
市
麓
山
１
︲
８
︲
４
）

◆
研
修
概
要　

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策

や
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の

活
動
事
例
な
ど

◆
申
し
込
み
締
切　

　

10
月
20
日
㊎
ま
で

◆
受
講
料　

無
料　

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
う
つ
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

〒
９
６
３
︲
８
８
３
５

郡
山
市
小
原
田
２
︲
19
︲
19

☎
０
２
４
︲
９
４
４
︲
０
０
８
３

ヒ
ア
リ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ヒ
ア
リ
は
こ
れ
ま
で
日
本
で

は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
の
５
月
に
兵
庫
県

尼
崎
市
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
後

も
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ヒ
ア
リ
は
南
米
原
産
で
体
長

は
２
．
５
ミ
リ
か
ら
６
ミ
リ
程

度
、
体
色
は
主
に
赤
茶
色
の
有

毒
の
ア
リ
で
、
極
め
て
攻
撃
性

が
強
い
と
さ
れ
て
お
り
、
大
変

危
険
で
す
。

　

ヒ
ア
リ
の
毒
は
ハ
チ
毒
と
の

共
通
成
分
な
ど
が
含
ま
れ
て
お

り
、
ヒ
ア
リ
に
刺
さ
れ
た
経
験

が
な
く
て
も
ハ
チ
毒
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
方
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

◆
ヒ
ア
リ
に
刺
さ
れ
た
場
合
の

留
意
事
項

《
軽
度
の
症
状
》

　

熱
感
を
伴
う
激
し
い
痛
み
を

感
じ
、
や
が
て
刺
さ
れ
た
痕
が

か
ゆ
く
な
り
、
そ
の
後
膿う
み

が
出

ま
す
。

《
中
度
の
症
状
》

　

刺
さ
れ
た
部
分
を
中
心
に
腫

れ
が
広
が
り
、
部
分
的
ま
た
は

全
身
に
か
ゆ
み
を
伴
う
発
疹
が

現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
重
度
の
症
状
》

　

息
苦
し
さ
や
声
枯
れ
、
激
し

い
動ど
う
き悸

や
め
ま
い
な
ど
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
、
進
行
す
る
と

意
識
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
た
場

合
は
、
重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
で
あ
る｢

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー｣

の
可
能
性
が
高
く
、
処

置
が
遅
れ
る
と
生
命
の
危
険
も

伴
い
ま
す
。

◆
対
処
方
法

《
刺
さ
れ
た
直
後
》

　

20
分
か
ら
30
分
程
度
は
安
静

に
し
、
体
調
の
変
化
が
な
い
か

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
容
態
が
急
変
し
た
場
合
》

　

体
質
に
よ
っ
て
は
、
重
度
の

症
状
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
容
態
が
急
変
し
た
と
き
は

救
急
車
を
要
請
す
る
な
ど
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２
︲
６
９
３
４

１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
出
産

や
手
術
に
よ
る
大
量
出
血
な

ど
を
さ
れ
た
方
へ

　

１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
出
産

や
手
術
に
よ
る
大
量
出
血
な
ど

の
際
に
血
液
か
ら
つ
く
ら
れ
た

医
薬
品（
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
・
血
液
凝
固
Ⅸ
因
子
製
剤
）

が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
さ
れ
た
方
へ
の
お
知
ら
せ
で

す
。

　
「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因

子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染

被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」に
基
づ
き
、
平
成
30
年

１
月
15
日
ま
で
に
国
を
相
手
と

す
る
裁
判
を
提
起
し
、
裁
判
の

中
で
、
①
血
液
か
ら
つ
く
ら
れ

た
医
薬
品
が
使
用
さ
れ
た
こ

と
、
②
そ
の
医
薬
品
が
使
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
、

③
慢
性
肝
炎
な
ど
の
症
状
を
確

認
で
き
れ
ば
、
国
と
和
解
を
し

た
上
で
、
給
付
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

給
付
金
の
請
求
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
製
剤
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
︲
５
０
９
︲
０
０
２

◆
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６

時
ま
で（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

問
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
給
付
金
支
給
相

談
窓
口

☎
０
１
２
０
︲
７
８
０
︲
４
０
０

◆
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
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